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基礎生化学　Ｉ　（本間・木藤）	


1.  生命の化学（本間）	


 3. ヌクレオチド,核酸,遺伝情報（木藤）	

 8. 単糖と多糖（木藤）	

 9. 脂質と生体膜（木藤）	

 10. 膜輸送（本間）	

 18. 電子伝達と酸化的リン酸化（本間）	

 7. タンパク質の機能：筋肉, 抗体（本間・木藤）	


テキスト：ヴォート基礎生化学第3版（東京化学同人）	


木藤担当：４月２０日~	


本間担当：６月１５日~	


期末試験：７月２７日	
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生命の起源	


約３４億年前の細菌の化石： ヒトの元素組成：生体の主成分が炭素なのは、炭素がどの元素
より化学的に多様な性質をもつためである。 

ユリーとミラーの実験装置：原子地球上での有機化合物をまねる実験装置 

 1. 原始地球の構成物質である多くの無機物
から、低分子有機物を生じる。	

   2. 低分子有機物は互いに重合して高分子
有機物を形成する。	

   3. 原始海洋は即ち、こうした有機物の蓄積
も見られる『有機的スープ』である。	

   4. こうした原始海洋の中で、脂質が水中で
ミセル化した高分子集合体『コアセルベート』
が誕生する。	

   5. 『コアセルベート』は互いにくっついたり離
れたり分裂したりして、アメーバのように振る
舞う。	

   6. このようなコアセルベートが有機物を取り
込んでいく中で、最初の生命が誕生し、優れ
た代謝系を有するものだけが生残していった	


オパーリンの化学進化説（１９２０年代）	


原始地球上の大気と類似した組成のCH4, NH3, H20, H2　混合液
中で放電により生じる有機化合物 
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生体をつくる高分子重合体：蛋白質・核酸・多糖体 

生
命
進
化
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1.  化学進化：小分子から
生体高分子ができる	



2.  自己組織化：生体高分
子が自己組織化能を獲
得	



3.  生物進化：原始生物か
ら多細胞生物が出現	
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体
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細胞の構成	


大腸菌の分子組成 大腸菌細胞の内部構造：リボソーム・蛋白質・RNA・DNAが詰まっている。 
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原核細胞の大きさ Vo
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原核細胞の電子顕微鏡写真（A）と
模式図（B）:べん毛、ピリ、リボソー
ムなどの細胞小器官がある。 
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（A）	


（B）	


動物細胞の模式図とオルガネラの電子顕微鏡写真：ゴルジ体・ミトコンドリ
ア・リソソーム・滑面小胞体・粗面小胞体・核などの細胞小器官がみられる。 

植物細胞の模式図とオルガネラの電子顕微鏡写真：核・葉緑体・アミロプ
ラスト・小胞体・ゴルジ体とミトコンドリア・原形質連絡など。 

系統分類	


生物の分類	


系統分類と人為分類の違いに注意	
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生物の分類：階層分類の変遷	
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生物の３界を示す系統樹 
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細菌	


古細菌	


真核生物	


生
物
叏
進
化
系
統
樹	




